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環境レビュー結果 

 

(1)  照会番号 

０９－００１ 

 

(2)  プロジェクト名 

ＬＮＧプラント新設 

 

(3)  実施場所 

インドネシア スラウェシ島 

 

(4)  プロジェクト概要 

ＬＮＧプラントの新設等 

 

(5)  カテゴリ分類 

カテゴリ A 

 

(6)  カテゴリ分類の根拠 

本件は、環境ガイドラインに示される影響を及ぼしやすいセクター（石油・ガス・化

学物質ターミナル）に該当し、影響を受けやすい地域（生態学的に重要な生息地、国

内法等に定める貴重種の生息地）及び影響を及ぼしやすい特性（住民移転、土地造成、

森林伐採）を伴うため。 

 

(7)  環境許認可 

現地国環境関係制度に基づき環境影響評価報告書等が作成され、2008 年 11 月に現地

環境当局から承認を受けている。 

 

(8)  汚染対策 

大気質及び騒音の予測値は、現地基準及び国際基準を満たしている。排水については、

排水処理施設において現地基準を満足させてから排出される計画である。その他の汚

染対策も適切に講じられ、特段の問題は予見されない。 

 

(9)  自然環境面 

プロジェクトサイト内または周辺地域には、現地国法令又は国際条約等に定められた

保護対象地域は存在しない。プロジェクトサイトに、現地国法令の保護種である鳥類

が確認されているが、生息場所・環境を保全するため整地面積の最小化や植栽の実施

を計画しており影響は限定的である。また、サイト周辺海域に珊瑚礁が存在すると共



に、IUCN の絶滅危惧種（VU）1 種が確認されているが、適切な工法等の採用や建

設後のモニタリング結果を踏まえての珊瑚の造礁を計画するなど適切な対策が講じ

られる見込みである。 

 

(10)  社会配慮面 

本プロジェクトの実施に伴う住民移転については、国際的なグッドプラクティスに合

致した手続により適切な補償等の措置が執られている。 

また、事故防止対策や緊急時対応計画等の策定が計画されている。プロジェクト実施

地に文化遺産や史跡等は確認されていない。 

 

(11)  その他（モニタリング等） 

現地制度に従って環境モニタリング計画が作成されており、大気、水質、生物、安全

衛生島等についてモニタリングが実施され、関連の当局へ報告される。 

 

以 上 

 










